
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

令和 2年 8月 24日 都市整備部 河川海岸砂防課

※以下は令和 2年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等

3 役員数

4 職員数

(単位 :人 )

l

マリーナ上越
｀
株式会社

代表取締役 村山 秀幸

常 勤   ■ 非常勤 ロ プロパー  ■ 市兼務 その他

新潟県上越市春日新田4丁 目30番 1号

平成 11年 2月 8日

50,000千円 54%

海洋レジャーの振興と不法係留を防止し、適正な河,II利用を推進するとともに(

海洋レジャーの拠点として上越地域の発展に寄与するため。     _

伍)モータ‐ボー ト、和船等の船艇の保管
12)ガゾリン、軽油等の燃料の販売

13)小型船舶検査機構の委託に基づく検査事務の代行

14)小型船舶操縦士国家試験受酸のための講習会の開催

15)損害保険の代理業

0 5 5 0 1 4

0 1 1 0 0 1

0 6 6 0 1 5



5 事業実績 (概要 )

・第 22期 (令和元年度)の売上高は 80,816千円となり、前期との比較で 2,918千円の減 (3.5%

の減)と なりました。売上高が減少した主な要因としては、給油・修理が減少したことにより

給油・修理 。その他売上が 1,741千円の減 (7.8%の減)と なつたことが挙げられます。また、

船艇保管の契約数が年々減少傾向にあり、当期末の契約隻数は、前期末から 9隻減の 228隻 と

なり、艇置料売上は 1,H8千円の減 (2.1%の減)と なりました。

・売上原価は、給油。修理等の減少に伴う商品仕入れ等の減少により2,288千円の減 (7.2%の減 )

の 29,327千円となりました。また、販売費及び一般管理費は、人件費が増加したものの、その

他の経費節減に取り組み、2,771千 円の減 (5,6%の減)の 46,573千円となりました。売上原

価と販売費及び一般管理費の合計は、前期との比較で 5,059千 円の減 (6.2%の減)の 75,900

千円となりました。

。この結果、経常利益は 4,838千円、最終的な当期純利益は 2,986千円となり、18期連続で単年

度黒字を達成 しました。なお、当期末の繰越利益剰余金は 45,651千円となりました。

【第 22期 (令和元年度)の営業概要】

・県外ボー ト店等への営業活動を積極的に行い、保管予約及び契約の確保、船艇の入れ替え等に

よる売上の確保を図りました。

・経費の節減に努め、支出の抑制に取り組みました。

【契約状況の推移】

(単位 :隻 )

船艇保管の契約状況は、年々減少傾向にあり、当期末現在では、前期末から 9隻減の 228

隻となりました。

区分
第 20期

(平成 30年 3月 31日 )

第 21期

(平成 31年 3月 31日 )

第 22期

(令和 2年 3月 31日 )

上越市内 105 97 92

上越市内を除く県内 13 13 11

県外 126 127 125

合計 244 237 228
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項  目
第 20期

自 平成 29年 4月 1日

至 平成 30年 3月 31日

第 21期

自 平成 30年 4月 1日

至 平成 31年 3月 31日

第 22期

自 平成 31年 4月 1日

至 令和 2年 3月 31日

損
益
計
算
書

売上高 86,575 88,734 80,816

売上原価 32,128 31,615 29,327

売上総利益 54,447 52,119 51,489

販売費及び

一般管理費
49,972 49,344 46,573

営業利益 4,475 2,775 4,916

営業外収益 1,670 3,406 1,355

営業外費用 1,837 321 1,433

経常利益 4,308 5,860 4,838

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 4,308 5, 860 4,838

法人税等 1,871 2,322 1,852

当期純利益 2,437 3,538 2,986

項 目 平成 30年 3月 31日 現在 平成31年 3月 31日現在土 令和 2年3月 31日現在

貸
借
対
照
表

資 産 185,889 191,740 195,630

負 債 96,762 99,076 99,979

純資産 89,126 92,664 95,651

50,000 50 000 50,000

39,126 42 664 45,651

0 0 0

6 財務状況 (税抜 )
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。
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内訳 平成 29年度 平成 30年度 備考

①

②

③

④

⑤

計 0 0 0

7 市からの財政支出等
(1)委託額 (税込 )

12)財政援助額 (税込)

8 今後の経営計画等
(1)次期事業計画

(単位 :千円)

(単位 :千円)

・第 23期 (令和 2年度)は、売上高 79,000千円、経常利益 4,769千円を目標とし、第 22期に

引き続き次の取組・事業を強化する。

① ボー ト店への営業活動を積極的に行い、新規利用者の確保、船艇の入れ替え等による契
約数の増加を図る。

② 艇置料、揚降料、燃料代などの収入を適正に確保するとともに、経費の支出を極力抑え
る。

修)中長期経営計画

な し

4

内訳 平成 29年度 平成.30年度 令和元年度 備考

① 補助金 (助成金 ) 0 0 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 0 0



9 経営状況の分析 日評価
(1)第ニセクター等の経営状況の分析・評価のフローチャー ト

※「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超え
る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

イまい

イまい 第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

イまい

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

フロ∵チャートによる評価 A

【特記事項】

特になし

Bか らD評価の法人は121ヘ

5

フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行う

法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

C 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務超過
に陥つている、又は、

資本金の 50%を超える累積欠損金がある



(2)第ニセクター等評価委員会の分析 日評価

口 課題あり
□ 課題なし

【その他指摘事項等】

131 分析・評価結果を受けての対応方針

＼
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第 22期   事 業 報 告
(平成 31年-4月 1日 から令不日2年i3月 31日 まで)

1 事業の概要
施設につきましては国土交通省などの協力を得て、泊地、管理棟、給油設備、修理

工場、ボー トヤード、駐車場などの整備を 14年中に終え、船の上下架に使用する固定

式クレーン、移動式クレーン、フォークリフトなどマリーナの営業に必要な機器等を

備えた近代的マリーナとして開港してから実質営業年度で 18年 目をむかえました。

当期も前期に引き続き保管予約及び契約を積極的に行い利用者の集約を進めました。

第 22期の損益につきましては決算にて詳細に報告いたしますが、実質的営業の 18

年目は、開港以来 18期連続で黒宇決算とすることができ純利益として2,986,440円 を

計上することができました。

2 会社の概要
(1)登記事項
。登記日  平成 11年 2月 8日 設立登記
・商 号  マリーナ上越株式会社
・本 店  上越市春日新田4丁 目30番地 1
。その他記載事項  定款記載事項による。

(2)主要な事業内容
。モーターボー ト、ヨント、和船等の舟艇の保管、販売、賃貸及び修理

・ガノリン、軽油等の燃料の販売

(3)株式の状況
。発行する株式の総数

・発行済株式の総数

。1株の金額
。当期末株主数

4,000株

1, 000株

50,000円

13名

(4)契約状況(令和 2年 3月 31日現在)

契約総数 市内 県内 県外 備  考

228 92 11 125
参考 :長野県 116

(その他 9)

構成比率 40% 5% 55%
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第 22期

決 算 報 告 書

平成 31年

令和  2年

4月   1日 から

3月  31日 まで

q

マ リ ー ナ 上 越  株 式 会 社
(法人番号 :5H0001019437)

●

●T●
TKC
U66811
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マリーナ上越
貸 借 対 照 表

代

馨村山 秀幸
(単位 :円 )

2年 3月 31日 現在

科 目 金 額 科 目 金 額

＞

債
金
用
等
等
金

部
　
　
　
税
税

の

負
掛
費
人
費
り

債

動
　
払
法
消

負
　
　
　
払
払

流
買
未
未
未
預

債

金
金

当

負

引
証

繕
保

定

修
り

別

固

特

預

3,910,521
657,292
1,067,599
690,000
1,418,400
77,230

96;068,400
43,680,000
52,388,400

の

部の

資

産

　

本

資

主

純

株
資

ぐ

‐

ｉ

2.資 本 剰 余

金

金

金

余

余

余

剰
剰

剰

略

益

不

益
他
禾
の
越

H評 価 ・ 換 算 差 額 等

H新 株 予 約 権

本
金

金

3.利
そ

繰

0

0

0

６

６

６

５

５

５

６

６

６

０

０

０

５

５

５

６

６

６

５

５

５

４

４

４

95,650,656
50,000,000

，

産

金

金

産

金

金

］資呻掛韓入替

ご
動
及
　
　
収

資

　

金
　
な

流
現
売
た
未
立

産

産
物

物

置

具

品
地

資辮　　鼎膀勅

築
　
運
具

を
固
　
　
及
　
器

形
　
　
械
両
具
、

固

有
建
構
機
車

工
土

産
権

資

入

定
力
固形
話

無
電

投 資 そ の 他 の 資 産
出   資   金
リ サ イ ク ル 預 託 金

Ⅲ繰 延 資 産

０

０

０

０

０

０

０

０

0

３

３

128,050,412
122,370,826
3,866,714
1,445,522
116,000
251,350

67,579,165
67,512,415
45,317,212
6,652,650
672,007

４

２

０

４

０

５

０

０

０

７

０

８

０

36,750
30,000
6,750

のの 計 195 629 負

蜀

０俯TKC
U66811
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マリーナ上越 株式会社 損 益 計 算 書 平成 31年 4月  1日 から
令和 2年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

額金目科

80,815,998

1,615,996

29.156.867

51,966,117
7,671,500
20,578,381
600i000

18,

10,

７

０

６

０

８

０

６

０

５

０

３

８

30,772,863

80,815,998

29,327.341

46.572.634

51,488,657

46.572.634

1,432,855

7,771
1,347,133

4,916,023

1,354,904

1,432,855

0

0

4,838,072

0

0

1.851 632
4,838,072
1,851,632

上    高
置 料 売 上
降 料 売 上
油・修理・その他売上
地 賃 貸 料 収 入

価
高

高

料

計

高

益

原
『

入

・
託

『

利

仕
委

　

　

総

上

た

　

　

　

た

首

品
務

　

末

上

売
期

商

業

合

期

売

費
費

益

理

理

管

管

般

般

利

一　
一

び

び

及
及

業

費

費

売

売

販

販

営

益

金

入

当

収

配び

外

及
収

息

業

利取

営

受

雑

Ⅳ

V営 業 外 費 用́
雑    損    失

経   常  利   益

税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税

売
艇
揚
給
用

、

男

月

利

利

益

益

月

丹

損

損

失

失

Ⅵ 特
特

Ⅶ 特
特

当
｀

純  利  益 2.986.440

q

●“イKC
U66811
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マ リーナ上繊 株式会社

販売費及び一般管理費の計算内訳

平成 31年 4月  1日 から
令和 2年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

科 目 額金

費
与
与
費
費
費
料
賃
費
費
費
費
課
費
料
費
費
費
費

］
鶏
韓
『
生
償
‐
却

ス
家
繕
料
鞠
蜘
公
坤
険
　
諸
争

送
務
業
定
　
価

．
仕
　
　
信
道
税
待
　
醐
理

発
事
従
法
厚
減
ジ
地
修
燃
通
水
租
接
保
備
管
諸
雑

17,013

乳 658,163
3,000,000
1,791,519
707,759
4,251,789

６２８

２９５

５８２

８８‐

４０９

６３９

９９９

９３５

４９０

４‐７

５２０

４００

１９６

２６０
，

‐９５

，
５７５
，

４８４
，

４２‐
，

８９８
，

８０３
，
３０
，

９４‐
，

７３４
，

２７９
，
４‐
，

４７８
．

‐１
，
６
，
　

　

２
，
　

　

Ｌ

　

２
，
、

計合 46,572,634

く

た な 卸 資 産 の 計 算 内 訳

令和 2年 3月 31日 現在

●

●T●
TKC

(単位 :円 )

ll

科 目 金 額

商 品 1,445.522
合 計 1,445,522

U66811



マツーナ上越 株式会社
株 主資本等 変動 計算 書 平成31年 4月  1日 から

令和 2年 3 月 31日 まで
(単位 :日 )

く奪

I株  主
1.資   本

資  本
金

当期首残高
当期変動額

当期末残高

50,000,000
0

50,000,000
2.利 益 剰 余 金
(1)そ の他利 益剰 余 金
繰 越 利 益 剰 余 金

当期首残高

当期変動額

当期純利益

当期末残高

2.986.440

42,664,216

2.986.440
45,650.656

その他利益剰余金合計

当期首残高

当期変動額
当期純利益

当期末残高

2.986.440

42,664,216

2.986.440
45,650,656

株 主 資 本 合 計
当期首残高
当期変動額
当翔純利益

当期末残高
2.986.440

92,664,216

2.986.440
95,650,656

H 評価・換算差額等
当期首残高

当期変動額

当期末残高

０

０

0

Ⅲ 新 株 予 約 権
当期首残高
当期変動額

当期末ア食高

０

０

0

純 資 産 の 部 合
当期首残高

当翔変動額
当翔純利益

当期末残高

2.986.440

92,664,216

2.986.440
95,650,656

●

“
T(C
U66811
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個 別 注 記 表マリーナ 株式会社

荀

平成 31年 4月  1日 から
3 31日 まで

０“

2

I.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定資産

定率法又は旧定率法を採用しております。
ただし、平成10年 4月 1日 以後に取得した建物 (附属設備を除く)については旧定額法、平成19年 4月 1日
以後に取得した建物 (附属設備を除く)については定額法を採用しております。

2.消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

H.貸借対照表等に関する注記

1.有形固定資産の減価償却累計額

m.株主資本等変動計算書に関する注記

1.発行済株式総数

Ⅳ.―株当たり情報に関する注記    、

1.一株当たり純資産額は、95,650,65円 であります。

2,一株当たり当期純利益は、2,986.44円 であります。

209,588,418円

1,000株

以 上

TKC
U66811
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監 査 報 告 書

平成 31年 4月 1日から令和 2年 3月 31日 までのマリーナ上

越株式会社第 22期事業年度の貸借対照表、損益計算書、株主資

本等変動計算書に関する議案及び添付明細書を監査した結果、

適法かつ正確であると認めます。

令和2年 す月 /'日

監査役 甲チア,,i;ヨi3′代:!!_"J(4:tii:)
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令和 2年  5月 15日

マリーナ上越 株式会社

協力 税理士法人 ケイワパー トナーズ

中小企業経営力強化支援法に基づく

経営革新等支援機関
E露定機関 :財務局 。経済農葉周]

一準中К 15



商 号 :マ リーナ上越 株式会社

日 標 損 計 算 書
第23期 (令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日 ) 1買

作成 :R2.5,15(14:39)
(単位 :千円)

（注
）
純
売

「対
比

】え

*

し

l寄万え

'ヒ

当期実績

(B)

構成比 差  額
(A一B)定 目 名

次期計画

(A)

姑  'ヒ
(A/B)

在

備  考
51,966 64.3廷置料売上 4111 51,000 64.6 -966 98.1

9.6 7.671 9.5 -71降料売上 4112 7,600 99 1

25,1 20,578 25,5 -778 96 2 *・ そ 4113 19,800

用地賃貸料収入 4114 600 08 600 0.7 0 100,0
0 0_0Lイ盲引・ 戻 り高 4115 0 0.0 0

79,000 100.0 80,815 100,0 -1,815 97.8

冗

上

局

屯 売 上 高
5111 1.446 1.8 1,615 2.0 -169 89.5

5211 18,034 22.8 18,356 22.7 -322 98.2 *

5212 10,800 13.7 10,800 13.4 0 100,0 *

5215
5216
5213

0 0,0 0 0.0 0

5273
5311 1.413 1.8 1.445 1,8 -32 97.8

36.5 29.327 36.3 -460 98.4 *

売

上

原

価

28,867
63.5 51,488 63,7 -1.355 97.4 *i上 総 利 益 50,133
0.0 0 0,0 06111 0

0.0 0 0.0 06311 0

0.0 0 0.0 06112 0

0.0 0 0.0 06113 0

0,0 0 00 06114 0

6115 14 0.0 17 0.0 -3 82,3

6116
6117 0 0,0 0 0.0 0

6118
0 0.0 06211 0 0.0

6232
11.1 8,658 10,7 91 101.1 *6212 8,750
3.9 3.000 3.7 50 101.7 *6213 3,050
2.4 1,791 2.2 78 104.4 *6312 1,870

6226 700 0,9 707 0.9 -7 98.9 *

6119
4.5 4,251 5.3 -723 83.06214 3,528

252 0.3 260 0.3 -8 96,76234
11、 195 14.2 11,195 13.9 0 100.0 *6215
6,400 8.1 6.575 8.1 -175 97.36216

6217 480 0.6 434 0,6 -4 99.0 *

6218 420 0.5 421 0.5 -1 99,7 *

6219 2.900 3,7 2,898 3.6 1 100.0 *

6221 800 1.0 803 1.0 -3 99.5 *

6222 0 0,0 0 0,0 0

6223 25 0.0 30 0,0 -5 80,8
6224 2,133 2.7 1,941 2.4 191 109,9 *

6225 750 0,9 734 0.9 15 102.1 *

6227 21280 2.9 2,279 2.8 0 100.0 *

6228 41 0.1 41 0。 1 0 99。 0 *

6229 0 0.0 0 0.0 0

6313 0 00 0 0.0 0

6233
6314 0 0.0 0 0,0 0

0.6 478 0.6 1 100.4 *6231 480

58.3 46.572 57.6 -504 98.9 *

売

費

及

び

一

般

管

理

― ス

販

そ の

与

生

費

46,068
5。 1 4.916 6.1 -851 82.7 *・業利益 (損 失 ) 4,065
0.0 7 0.0 07111 8 102.9

7112

7113
0 0.0 07114 0 0.0

1.7 1,347 1.7 -1 99,97118 1,346
1,7 1,354 1.7 0 99。 9

冨
業
外
収
益
ノ 1,354

0.0 0 0.0 07511 0

7518
7512
7513

0.0 0 0.0 07514 0

0.0 0 0.0 07515 0

7519 650 0.8 1,432 1.8 -782 45。 4

1 432 18650 0.8 -782 45。 4

営

業

外

費

用

′

6.0 4.838 6.0 -69 98.6!常 利 益 (損 矢 ) 4,769

税理士法人 ケイワパー トナーズ
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